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滋賀県の環境行政の枠組み�
滋賀県環境基本条例

　平成８（１９９６）年３月、健全で質の高い環境の確保を目
指して、滋賀県環境基本条例を制定しました。
　この条例では、環境に関する基本的な考えと県民、事
業者、県の役割および責務を定め、環境の保全を推進す
るための施策を掲げています。
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◆環境基本条例体系図

・環境学習の推進
・環境ボランティア
活動の推進
・資源の循環的利用
等の促進
・環境監査の促進

・環境影響評価等の
措置

・環境保全に関する
事業の推進

・監視体制整備、情
報提供

・環境研究等

・環境保全に関する
国際協力

・地球環境保全活動
の促進

新滋賀県環境総合計画
　平成１６（２００４）年３月に前計画を改定し、「新滋賀県環
境総合計画」を策定しました。本計画に基づき、環境施
策の総合的な展開を図っています。
■長期的な目標
　２１世紀半ばにおける「湖国の環境像」の実現を目指し、
持続可能な発展をする社会を構築します。

私たちが目指す　湖国の環境像
　琵琶湖は、安心して飲み水にできる水質が確保され、
ビワマスなどの固有の生物が健全に生息している。ま
た、空気はすがすがしく、身近な里山などでは小動物が
生き生きと活動し、大空を鳥たちが飛びかっている。
　まちは、こどもと遊べる原っぱや水辺が再生され、さ
まざまな産業が、環境に調和した形で生き生きといとな
まれている。
　県民は、便利さや効率だけを追い求めるのではなく、
くらしの中で環境への負荷をできるだけ減らし、自然に
学び、自然と共に生きることを誇りとしている。このよ
うな取組の結果として、湖国の風景が、落ち着きのある
滋賀らしいものとしてだれもが確認できる状態となっ
ている。

■目標達成に向けた基本的考え方
　新滋賀県環境総合計画では、現在の環境問題が、私た
ち一人ひとりが原因者であるとともに影響を受ける者と
なるという特徴をもっていることから、目標達成に向け
た基本的考え方を、「環境を内部化した社会をめざす」と
しました。
　環境を内部化した社会では、環境と社会とを一体のも
のとして捉え、日常の活動を行う中で、あらゆる人が環
境改善に取り組み、自らの活動によって生じる環境負荷
を減少させています。
■計画の体系

持続可能な滋賀社会ビジョン
　地球温暖化など地球規模での環境変化や、琵琶湖流域
での環境変化に対応し、滋賀県が持続可能に発展する社
会の実現を目指して平成２０（２００８）年３月に「持続可能な
滋賀社会ビジョン」を策定しました。
　ビジョンでは２０３０年の目指すべき社会像を描き、持続
可能に発展するための道筋を明らかにするとともに、着
手すべき施策や今後の展開方向を示しました。
　社会像を実現する目標として、２０３０年における滋賀県
の温室効果ガス排出量（１９９０年比）の５０％削減を目指す
「低炭素社会の実現」と、健全な生態系や安全・安心な
水環境の確保と、人と琵琶湖の関わりの再生を目指す
「琵琶湖環境の再生」の２つを掲げています。
　ビジョンに示される２０３０年の滋賀の姿や施策の展開方
向については、次期「滋賀県環境総合計画」等の指針と
して反映し、具体的な施策の実施につなげていきます。
■温室効果ガス排出量と部門別削減量
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◆ビジョンの内容と構成

マザーレイク２１計画
　県民の皆さんが参画して、健全な琵琶湖を次世代に引
き継ぐための琵琶湖総合保全の指針として、平成１２
（２０００）年３月に「マザーレイク２１計画（琵琶湖総合保全
整備計画）」を策定しました。この計画では、河川流域単
位での県民・事業者の主体的な取組と行政の各種施策を
計画の両輪に据えています。
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環境関連条例・計画の体系

滋賀県基本構想 

持続可能な滋賀社会ビジョン 

環境基本法 

環境基本計画 

滋賀県環境基本条例 

新滋賀県環境総合計画 
マザーレイク２１計画 
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■マザーレイク２１計画の理念
《基本理念》琵琶湖と人との共生
　　　　　　（琵琶湖を健全な姿で次世代に継承しま

す。）
《基本方針》①共感（人々と地域との幅広い共感）
　　　　　　②共存（保全と活力ある暮らしの共存）
　　　　　　③共有（後代の人々との琵琶湖の共有）
《全県をあげた取組－協働－》
　県民、事業者の方の主体的な取組を基本に、各主体が
積極的に取り組み、これを支援するため、県と市町は連
携を図ります。
　河川流域単位に、県民、事業者、市町、県等の各主体
が一体となって取り組みます。
■計画期間・目標等

■水質保全 

■水源かん養 

■自然的環境・景観保全 

■水質保全 

■水源かん養 

■自然的環境・景観保全 
■水質保全 

■水源かん養 

■自然的環境・景観保全 

ISO１４００１に基づく環境マネジメント
システムの運用

　滋賀県庁では、ISO１４００１に基づく環境マネジメント
システム（EMS）の認証を平成１０（１９９８）年３月に工業技
術総合センターで受けて以降、全職員参加のもとEMS
の構築、運用を進めています。平成１６（２００４）年３月には
県のすべての機関（警察本部を除く）に適用範囲を拡大
しました。
　今後も、EMSの適切な運用と継続的な改善を図り、環
境への取組を重視した県政を推進していきます。
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